言論が 非常に 殖えました。 単に 婦人の ための 問題と し 

て だけでなく、 男子 自身に 係り、 社会と 交渉し、 国民 

の 消長に 関する 大事と して 論ぜられる ことが 多くな り 

ました。 人類の 半数 以上 は 婦人で あるのに、 男子 だけ 

が 旧思想 や 旧制度から 解放され て 自由な 真人間の 生活 

を 営み、 依然として 婦人 を 第二 位に 置こうと する の は 

*IT 力ま ま 

やはり 男子の 我儘 を 通そうと する 旧思想の 維持で あつ 

へんぱ もたら 

て、 そういう 偏頗な 生活 は 決して 全人 類の 幸福 を齎 

す もので なく、 結局 男子 自身に 取っても 不幸の 本で あ 

る ことが 予感され る 所から、 在来 は 婦人の 独立 問題 を 

一 種の ハイカラ 思想と し 欧米の 模倣と して 反感 を 持つ 



に 圧制され る こと を 欲しません。 

私 は 生きようと 望む 意欲 を 愛 その物 だと 考えて いま 

す。 愛 は 徹頭徹尾 自己の 生に 執着す る 心です が、 利己 

主義の 愛から 始ま つ て 宇宙 を 包容す る 愛にまで 拡大 さ 

れ ねば 愛 自身の 満足 を 贏ち 得ない もの だと 考えて いま 

す。 従って 愛 は 自由 を 要求し ます。 その 自由 は 何に 

由つ て 得られる かとい うと 智力に 富む ことが 必要です _ 

私 ども はこの 智力の 点に 最も 無力で ある こと を 知る 

と 同時に、 それの 開発に 非常な 勤勉 を 払わねば なリま 

せん。 いつの 昔に か 婦人が 男子の 下風に 立って 侮蔑 を 

受ける 端緒 を 開いた 最大 原因 は 智力 を 鈍らせた からだ 



と 思います。 智力 は 人生の 眼です、 これがなければ 愛 

も 盲目の 愛で あり、 生活 も 蛇に 怖じない 盲人の 妄動に 

な つ てし まいます。 

婦人と 智力 

野蛮 時代に は 人間の 強弱 を 主として 腕力で 測り まし 

た。 また 腕力の 変形で ある 武力で 測りました。 けれど 

今では 強弱の 意味が 精神的の ものに 移り、 主として 智 

力の 多少が 人類 を 強く も 弱く もす る ことにな りました _ 

腕力 や 武力 を 以て 優越の 地位 を 占めよう とする こと は 



野蛮の 遺風で あり、 それが 今日に もな お 役立つ ことの 

あるの は 文明の 矛盾 だとせられ ております。 この度の 

大戦 争な ど はどう 考えても 一 時の 変調であって、 将来 

なんぴと 

の 生活に 対して は 時代遅れの 武断主義 者 を 除く 外 何人 

も 武力 を 拒否す る 予感 を 持って いない 者はありません _ 

また やむをえず 維持され ている 現今の 武力 も その 裏面 

に は 智力が 支配して いて、 単独に 役立つ 武力と いう も 

の はなくな つてお ります。 それです から 今後の 強弱 は 

男 も 女 も 智力の 多少が 最大 要素です。 

女の 無智 は 今更の ことで なく、 昔から それが ために 

こうむ 

女 自身 も 苦痛と 侮蔑 を 受け、 男 も 多大の 迷惑 を 被つ 



ことごと さい ギ J 

がら、 反対な 者の 言行 は 悉 く 猜疑の 目 を 向けます。 

まと 

殊に 同性に 対して は 意識 無意識に 敵視す る 感が附 き 纏 

.P ま 

い、 相手の 弱点 を 発見せ ねば 己まず、 表面で は 褒め そ 

やしながら 時 を 置かずに 蔭口 を 利く 風が あって、 男 同 

志 が 偽らず 飾らず に 心と 心 を 照し 合うよう な 女 同 志 の 

親友と いう もの は 殆どない といって 宜しい。 これら も 

公平な 智力の 判断 を 欠いて いて 他人の 長所 を 尊敬す る 

ことが 出来ない ためで あり、 みずから 内に 恃む 所が 乏 

やや 

し いので 動もすれば 我が 弱点に 乗ぜられ はしな いかと 

思って 出来るだけ 自己 を 隠蔽し、 かえって 他人の 弱点 

を 摘発して 無意識に 自分の 慰安に しょうと する ためで 



して 頂きたい と 思います。 その 程度にまで 達しない 粗 

末 至極な 教育 を 施して 置きながら、 学問が 一 概に 婦人 

を 生意気に し徳操 的に 堕落させる 物の ように 臆断す る 

世人の 多 いのは 心外です。 低級な 学問 をした 者が 軽挙 

妄動し 諸種の 誘惑に 身 を 誤り やすいの は 男 も 同じ 事で 

しょう。 婦人の 智力の 向上 は 婦人 自身の 発奮が 何より 

太 切です けれど、 周囲 もまた 男女に 由って 教育の 待遇 

を 分つ 悪習 を 自ら 反省して 頂かねば なりません。 二 

九 一 五 年 十二月) 

(『大 阪 毎日 新聞』 一九 一六 年 一月 一日) 



底本 ： 「与 謝 野 晶子 評論 集」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1985 (昭和^) 年 8 月 化 日 初版 発行 

1994 (平成 6 年) 年 6 月 6 日^ 刷 発行 

底本の 親 本： 「人 及び 女と して」 天 弦 堂 書房 

1916 (大正 5) 年 4 月 初版 発行 

人力 .. Nars olitie 

校正 ： 門 田裕志 

ファイル 作成 ： 野 ロ英司 

2 002 年 ー 月^日 公開 

2 003 年 5 月^日 修ノ王 

青空 文庫 ファイル " 



この ファイル は インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



